第24回　施設処遇検討会議　議事録　H23.11.14

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：小笠原嘉紀・馬渕豊子・木村春子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須々田珠実・中岫かなえ・小坂和子

　　　　　　　　　（欠席者：長谷部S.G.M・秋山SGM・中村文洋・上平ユリ子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小笠原　嘉紀
議題

１：佐藤　ミツ子様（青風荘入所者様）の処遇について

２：鈴木　茂子様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：佐藤　ミツ子様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症・精神遅滞（IQ45）　　　合併症：なし

問題点・介入方法
①身の回りのことや日課が上手く出来ない。（場所や目的に応じた服装の選択が出来ない。・日用品の適量購入が難しい）

　・自室の整理整頓が苦手である
· 現在では少しづつ改善が見られてきていますが、出来ていない場合は本人のレベルに合わせ、一緒に行なう等のサポートを続けていく。
· 本人が受け入れやすいように、本人の理解できる言葉を用いてゆっくりと話したり、説明をしていく。
· 出来ている部分は評価し、本人のやる気と自信に繋がるように見守りしていく。
・　掃除や整頓の必要性について説明し、本人が取り組みやすい段取りを本人と話し合い、継続して介入する。
・　自発的に行なえない時は訪室して掃除を促す。必要であれば一緒に自室の清掃を行う。
· 買物前に本人と日用品の確認し、無駄な購入にならないようアドバイスする。（シャンプーやリンス､歯磨き粉など）

· 必要以上の物の無いほうが掃除し易いことも本人へ説明する。
· 余暇時間や通所時に外出着を着用したり､気温や季節に合った服装が出来ない為、今必要な服装なのか、また周りの服装と比較することで適正な服装を着用できるようにしていく。

②他者との交流

・　他者に指摘されたり、何か失敗した時、要求が通らない時など緊張感が高まりストレスを溜め込んでしまう。
・  緊張のあまりに会話が早口になったり、内容にまとまりが無くなることがある為、見守っている事を伝え、安心感を与える。
・　集団の場に段々と長く居る事できるようになってきている為、自ら交流した時はその事を評価し、時間を延ばして居れるように介入していく。
・　不満や思っている事を話せずにストレスを抱え込んでしまう傾向にある為、定期的に面談の場を設け接触を図りながら軽減に努める。
③余暇充実の拡大
· ぬりえや編物を行なう事を楽しみにしており、本人の中で充実した時間帯のようである為、支援しながら今後も継続していく。また、面談の中から本人の楽しみをさぐり、余暇の拡大を図り、施設での生活を有意義に過ごせるようしていく。

＜評価＞

　　本人の残存機能の維持・向上を目的として文字を利用した余暇の過ごし方（絵日記など）や本人のレベルに合わせたトレーニングを検討していく。体の傾きについては主治医とも相談していくとともに本人への声かけの方法によっても気分を害しないように工夫と行いながら声掛けも行っていく。（多少の改善が図られる様子があるため）

診療報酬改定により経費が掛かるようになり、兄夫婦からの支援を増額してもらっている。しかし兄夫婦様も本人の息子様の件など様々な事情がある様子がある。ケアホームに移行した場合、経済的に負担がさらに強くなっていくことも考えられる為、必要に応じて再度、生活保護の受給を打診していく。また現在でも家族との連絡は取れており、外泊もおこなえていることから（娘との交流も図られている）、今後も継続していくように支援を行っていく。それ以外の部分については、病状も安定しており、特別問題となる事もないため、現状のままの支援を継続して行っていく。

２：鈴木　茂子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：脂質代謝異常症

支援内容・介入方法
①健康管理
・膝痛が軽減されてきているため、現状を継続できるよう、間食量や運動量について定期的に状況確認し、必要時には間食内容や摂取方法、運動内容等について本人と検討し、実施する。

· 定期採血検査および本人の健康状態について、外来受診の結果を参考にしながら、自炊訓練を行う。回数について徐々に増やしていくことも検討する。

2 金銭管理（継続）（設定範囲内での小遣いおよび生活費の管理）
本人の同意の上で金銭管理を進める。現在の管理方法について不満等がないか定期的に確認し、適切な管理が継続出来ている場合、徐々に管理金額を増やしていく。

· 小遣い帳の記入、収支状況を定期的に確認する。

· 日用品等の購入時には、小遣い以外の生活費範囲内で自分で購入するよう指導する。

→自己の生活費から支払う事で、金銭が貴重なものであるという意識付けを図る。

3 対人関係の図り方

（対人関係において、金銭または物品のやりとりによるトラブルがある）

· デイナイトケア利用を継続できていることを評価し、周囲に対して生活態度を示していくことで信頼感の回復を図るよう継続して伝えていく。

→今後もデイナイトケア利用を継続していくか、本人の意向を確認しながら、主治医、デイスタッフも交えて方向性を検討していく。新たな対人関係の構築場所として、青山荘内のプログラムの中で役割を持ち、活躍できる機会を設定する。
＜評価＞

　　対人関係の図り方に問題点をメインに本人の希望（家族も同意見）であるグループホームへの入所を目指し青山荘での生活訓練を実施していく。本人の今後の処遇（窃盗によりデイケア⇒デイナイトケアへ変更）としてデイケアなのかデイナイトケアが妥当なのか本人の意向も踏まえつつ、通所のスタッフや主治医などと検討を行っていく。

現在、デイナイトケアを利用しているため、青山荘の入所者との関わりが薄くなっている部分もあり、青山荘の行事に参加せずにプライベートの予定も優先させてしまうことや本人の都合により、青山荘の生活時間を変更してしまうことがある。ある程度は本人の要望を聞きつつも、青山荘の入所者との関わりを深められるように本人の休日である水曜日を利用して、本人の活躍を期待できるプログラム（調理など）を提案していき、他者との交流やプログラム内での役割を持ってもらい、青山荘の入所者やスタッフとの信頼関係を深めていくように支援を行っていく。













